
　

痛
風
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
5
世
紀

頃
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
そ
の
特
徴
を
記
載

し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
の
足
に
痛

風
結
節
の
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。
帝
王
病
な

ど
と
も
言
わ
れ
る
由
縁
は
、
歴
史
上
で
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
、
ル
イ
14
世
な
ど
が

罹
患
し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
り
ま
す
が
、

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
マ
ル
チ
ン
・

ル
タ
ー
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
患
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

高
尿
酸
血
症
が
痛
風
の
基
礎
疾
患
で
す

が
、
日
本
で
も
食
生
活
の
欧
米
化
や
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
量
増
加
に
伴
い
、
１
９
６
０

〜
70
年
代
以
降
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
高

尿
酸
血
症
と
は
、
血
中
尿
酸
値
が
7.0	

mg
／

dl
以
上
を
い
い
ま
す
が
、
現
在
日
本
の
成

人
男
性
の
約
30
％
に
み
ら
れ
ま
す
。
高
尿

酸
血
症
は
、
痛
風
の
直
接
原
因
と
な
り
ま

す
が
、
腎
障
害
や
尿
路
結
石
と
も
密
接
に

関
連
し
、
心
脳
血
管
障
害
の
危
険
因
子
と

な
る
可
能
性
も
示
さ
れ
、
加
療
に
対
す
る

認
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

痛
風
発
作
の
代
表
例
を
挙
げ
る
と
、
高

尿
酸
血
症
の
あ
る
メ
タ
ボ
の
中
年
男
性
が

運
動
後
に
焼
き
鳥（
高
プ
リ
ン
体
）
を
食

べ
、ビ
ー
ル（
ア
ル
コ
ー
ル
）を
仲
間
と
ぐ
っ

と
飲
む
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
す（
血

液
中
の
尿
酸
値
が
急
激
に
変
化
す
る
と
、

関
節
内
の
尿
酸
結
晶
濃
度
が
変
化
し
関

節
炎
を
起
こ
し
発
作
に
つ
な
が
り
ま
す
）。

症
状
は
第
一
中
足
指
関
節
の
発
赤
、
腫
し
ゅ
ち
ょ
う脹、

疼と
う
つ
う痛
が
典
型
的
で
す
。
女
性
の
血
清
尿
酸

値
は
男
性
よ
り
低
く
、
痛
風
発
作
を
見
る

事
は
稀
で
す
。
高
尿
酸
血
症
・
痛
風
は
代

表
的
な
生
活
習
慣
病
で
す
の
で
、
ま
ず
生

活
習
慣
の
是
正
が
必
要
で
す
。

　

尿
酸
は
プ
リ
ン
体
か
ら
で
き
ま
す
の

で
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
限（
特
に
肥

満
、
メ
タ
ボ
の
場
合
）に
加
え
、
プ
リ
ン
体

（
動
物
の
内
臓
、
魚
の
干
物
、
乾
物
な
ど

に
多
い
）
摂
取
制
限
、
飲
酒
制
限
が
生
活

指
導
と
し
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

薬
物
治
療
も
大
変
有
効
で
、
尿
酸
の
合
成

を
抑
制
す
る
薬
と
、
尿
中
へ
の
尿
酸
の
排
泄

を
促
進
す
る
薬
と
、大
き
く
2
種
類
あ
り
ま

す
。
高
尿
酸
血
症
の
原
因
が
、
尿
酸
の
合
成

過
剰
か
尿
中
へ
の
排
泄
低
下
か
を
判
別
し

て
、
適
切
に
薬
物
治

療
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
内
科
、
整

形
外
科
の
医
師
に
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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